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要約 : 本研究は 日本国内におけるラマ属の被毛生産の可能性を検討するうえで基礎的な知見と考えられる
ラマ属家畜の被毛形態について検討した ラマの被毛は 日本とペル国で飼育される動物から採取した
アルパカの被毛は日本で飼育される動物から採取した グアナコとビクナの被毛はラモリナ農業大学の
共同研究者から提供されたものを用いた メンヨウ サフォク種 の被毛は 我の研究室で飼育されて
いる個体から採取した 伸張率 クリンプ数 太さ キュティクルの面積と形について肉眼あるいは電子
顕微鏡による観察を通じて測定された ラマ属の被毛の伸張率 +.-,.+ はメンヨウのもの -., よりも低
い値を示したが 逆にラマ属の被毛のクリンプ数 /..2.3 はメンヨウのそれ ,.. よりも多かった この
ことは ラマ属の被毛の柔軟性がメンヨウよりも劣っていることを示唆している 太さに関する結果は ラ
マの粗毛が他の動物の普通の毛の ,-倍太いことを示したまたビクナの被毛の太さは他の動物の普通
の毛の +/,倍であった 電子顕微鏡での観察結果から キュティクルの形は ,種類に分類され +つはラ
マ アルパカ グアナコ メンヨウのように幅の広いタイプであり もう +つはビクナのような長さの長
いタイプであったビクナの被毛はキュティクルの面積 .1..1*.*mm, が最も小さく 他の日本国内飼
育動物のそれはそれぞれ近似した値を示した















パクの協力の下 +,月 冬季であり 当月の平均気温は
3.3 に同施設で飼育するラマ ++頭から採取した ペ
ル国で飼育されるラマ属家畜の被毛はペル国立ラモ
リナ大学の協力の下 +,月 夏季であり 当月の平均気温







方法 : 被毛の形態を明らかにするために 被毛のクリンプ
数 伸長率 太さ キュティクルの大きさを測定した
クリンプ数ならびに伸張率は肉眼的に 各個体から +**本
の被毛を無作為に採取し 測定した なお 肉眼で綿毛
粗毛の区別ができたラマはそれぞれの被毛を +**本ずつ測
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電子顕微鏡写真 図 +, より求めた各被毛の毛根付近






A : ラマ綿毛毛根付近 B : ラマ綿毛中間部 C : ラマ綿毛毛先部 D : ラマ粗毛中間部 E : アルパカ毛根付近 F : アルパ
カ中間部 G : アルパカ毛先部 H : グアナコ毛根付近 I : グアナコ中間部 J : グアナコ毛先部 AF, H, J : +,/**
G, I : ,,***
表 + ラマ属家畜被毛の肉眼的観察結果 伸張率クリンプ数
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図 , ビクナ メンヨウ被毛の電子顕微鏡映像
A : ビクナ毛根付近 B : ビクナ中間部 C : ビクナ毛先部 D : メンヨウ毛根付近 E : メン
ヨウ中間部 F : メンヨウ毛先部 AC : -,*** D, F : +,/** E : +,***
表 , ラマ属家畜被毛の電子顕微鏡的観察結果 各種被毛の部位別太さ
表 - ラマ属家畜被毛の電子顕微鏡的観察結果 キュティクルの大きさ
ラマ属家畜被毛の形態について 51
れているラマの粗毛の太さはペル国飼育のそれ 0-





に比べ 若干細い程度であった ビクナの被毛は +-+/
mmであり 他の被毛の太さの +/,+/-の太さで 最も細
かった
各被毛のキュティクルの形状において ラマ 図 +.A
Cアルパカ 図 +.EGグアナコ 図 +.HJ メンヨウ
図 ,.DF 被毛のキュティクルは +鱗の長さがその幅
























































る本数 +,***本単位 で求めたところ 国内飼育のラマは






 の劣性に影響すると推察された また 毛の太さおよ
びキュティクルの大きさから推定されるアルパカ被毛の
キュティクルの密度はメンヨウ被毛に比べ若干劣るが
その被毛のクリンプ すなわち ちぢれが大きく 保温性
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Shape of Hair from Genus Llama
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Summary : The present study was conducted to study the shape of hair from genus Llama. The hair
of llama was collected from animals fed in Japan and Peru. The hair of alpaca was collected from
animals fed in Japan. The hair of guanaco and vicuna were supplied from the co-research member in
University of National Agriculture La Molina. The hair of sheep (su#ork) was collected from animals
fed in our laboratory. Expansibility, number of crimps, thickness, and dimensions and form of cuticle
were determined by optical and electron microscopic observation. The expansibility of hair from
genus Llama was lower than that from sheep, conversely, the number of crimps in hair from genus
Llama was higher than that from sheep. This suggested that the ﬂexibility of hair from genus Llama
is lower than that from sheep. The results of thickness showed that the crude hair from llama was ,-
times higher than the other animals’ usual hair. And the thickness of hair from vicuna was half the
size of the other animals’ usual hair. In the results of electron microscopic observation, the form of
cuticle was classiﬁed into two groups, one of which showed the wide width type (llama, alpaca,
guanaco and sheep) and vicuna showed the long length type. The hair of vicuna showed the lowest
value of cuticle dimensions and the other animals’ hair showed the nearly the same values without it
being fed in Peru.
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